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はじめに

バイオテクノロジーは人口・食糧・水問題，気候変動・
環境汚染，パンデミックなどの地球規模の課題や超高齢
社会を突き進む我が国の諸課題を克服しうる重要かつ代
替法のない基盤技術であり，各国ではビジョンや戦略が
発表されている．一方，我が国では，バイオテクノロジー
の利用に関する戦略が健康・医療，農林水産業・食糧，
モノづくりなどの産業分野ごとに記載され，激しさを増
す国際競争に打ち勝つための総合的なビジョンや戦略は
この数年策定されていない．このような状況のもと，日
本バイオ産業人会議注）（JABEX）は，2030年を想定し
た「進化を続けるバイオ産業の社会貢献ビジョン」1)を
発表した．本ビジョンでは日本発のバイオテクノロジー
やバイオ産業が地球規模の課題や超高齢社会などの課題
の解決に貢献しつつ新たな基幹産業を興す姿を示し，そ
の実現のために設定すべき国家ビジョンとその達成に必
要な産学官の役割と連携について提案している．本ビ
ジョンはJABEXのホームページ（http://www.jba.or.jp/
jabex/）で公開しているが，その概要について紹介する
（図1）．

ビジョン作成の背景

地球規模の課題に関連して，たとえば，ロックストロー
ムによるプラネタリー・バウンダリー 2)やベディントン
のパフェクトストームシナリオ 3)に続き，国連の「持続
可能な開発のための2030アジェンダ」（2030アジェン
ダ）と国連気候変動会議「COP21」で合意した「パリ協
定」を紹介している．各国の戦略・ビジョンとして，化
石由来燃料の25％代替や2300万トンのバイオマス利用
を2030年までに目指す米国の「Billion Ton Bioeconomy
Vision」4)（2016年）や合成生物学によりバイオエコノ
ミーを推進する英国の「BioDesign for the Bioeconomy」5)

（2016年）などを紹介し，バイオエコノミーに関する国
際会合であるGlobal Bioeconomy Summit（2015年）に
も触れている．国内の課題については，健康･医療分野，

バイオによるモノづくり・環境･エネルギー分野，農林
水産業･食糧分野の三つの分野ごとに簡単に紹介してい
る．幅広い産業群への影響が想定される，次世代シーケ
ンサー，ゲノム編集技術，合成生物学などの急速な進展
が背景の一つであることはいうまでもない．

バイオ産業の社会貢献ビジョン

バイオテクノロジーが関連する現在の国内産業群は約
90兆円規模であるが，最新のバイオテクノロジーを用
いた製品は3兆円程度にとどまっている．本ビジョンで
は，三つの産業分野において2030年に実現している産
業の姿を紹介するとともに，想定される市場，GDP（付
加価値），雇用などの創出にも触れている．
1）破壊的イノベーション 6)による健康長寿社会の実

現（健康・医療分野）　　最先端のバイオに加え，ICT/
IoT，ナノテク，ロボット工学などが融合した，医薬品，
医療機器，再生医療等製品などの新たな基幹産業群が成
立し，高齢者・障がい者が社会参加する健康長寿社会が
実現している．
2）サステナブルなモノづくりへの変換と新産業の創
造（モノづくり・環境・エネルギー分野）　　産学官・
異業種の連携により，日本が得意とする開発・生産技術
とゲノム編集技術などの新たな基幹技術が融合した革新
的な製造法を用いて，競争力の高い独創的なバイオ製品
･バイオ技術による新産業が成立している．
3）農林水産業への企業参画と食品を含む輸出促進（農

林水産業・食糧分野）　　企業の参画が進み，農業分野
で新しいビジネスモデルが次々に誕生し，新たな雇用が
創出されている．新たなテクノロジーによる技術革新に
より，就業人口の減少や温暖化に対応した農林水産業に
変革している．多様なニーズに対応し，おいしさや安全
などの品質に裏打ちされた国際的なブランド化が進展し
輸出が大幅に伸びている．

バイオ産業の振興のために重要な基幹技術

これらのビジョンの達成に必要となる重要な基幹技術
として，ゲノム編集・合成生物学，ビッグデータ・
IoT・AIなどや3分野に必要な基幹技術のほか，生物学・
生物利用技術（脳・分化誘導など），化学・素材科学・
分析科学（ケミカルバイオロジー・高度分析），ロボット・
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注）1999年に設立されたバイオ関連企業のエグゼクティブから
なる非営利の政策提言組織．過去にはバイオテクノロジー戦
略大綱（2002年）やドリームBT戦略（2008）などの政府戦
略にも関わってきた実績がある．

生物工学会誌 第94巻 第9号



2016年　第9号 581

制御，オミックス，ナノテクノロジー，宇宙・海洋など
の技術との新たな連携が必要であるとしている．

バイオ産業の振興ために産学官が取り組むべきこと

最後に，ビジョンの達成に向けて産学官で取り組むべ
きことして，産学官によるバイオ産業に関する国家ビ
ジョン策定と共有，イノベーションを生むエコシステム
の構築，公正な国際競争環境の確保と国際貢献と，人材
育成とコミュニケーションの推進をあげている．

さいごに

人類の生存や新たな産業の振興に必要不可欠の技術で
あるバイオが，手遅れになる前に社会貢献するためには，
まずは，産官学の関係者が「バイオが貢献して拓く未来
社会」のビジョンを共有することが重要である．本ビジョ
ンがその一助になれば幸いである．
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図1．日本バイオ産業人会議によるビジョンの概要．本文は約100ページからなる．


